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彩企業年金基金
理事長 北林 辰哉

（株式会社 丸一）

　事業主さま及び加入者の皆さまには、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

　日頃より当基金の事業運営に格別のご理解とご支援を賜っておりますことに、厚く御礼

申し上げます。

　さて、3月13日に開催された第7回代議員会にて、2019年度の予算等の審議事項にあ

たり承認をいただきました。設立以後順調な運営を維持できましたことも、偏に事業主さ

ま、加入者さまの温かい御厚情の賜物と深く御礼申し上げます。

　内閣府の発表によりますと、2018年の国内景気は世界経済の緩やかな回復・企業収益

の回復・雇用所得環境の改善と消費の持ち直しの3点による長期の景気回復が持続してい

る状況です。デフレではない状況を実現する中、名目ＧＤＰの伸びが高くなっていること

に加え、女性や高齢者の労働参加による雇用者数の増加などにより、就業者数の増加幅が

バブル景気と同程度になっている点が今回の景気回復の特徴とされています。

　今後のリスク要因として、米中間の通商問題や米国の金融引き締め、英国のEU離脱など

海外経済の動向に注視する必要があります。また、本年10月よりいよいよ消費税が10%

に増税されることなど、国内においても経済環境の変化を見極めていくことが求められま

す。当基金といたしましては、皆さまの給付を守り、老後の生活を支えられるよう、より

一層健全な運用と運営に努めてまいる所存でございます。

　当基金は今後も事業所さまの更なる発展とそこで働く皆さまの老後の安心を支える企業

年金を目指し、事務局一同、一層業務に邁進する所存でございますので、どうかこれまで

以上にご理解とご協力をお願い申し上げます。 

ご 挨 拶ご 挨 拶

新規加入された事業所さまのご紹介
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年金・一時金の支払いや、その財源となる資産の積立状況を見る会計です。

基金の業務運営に必要な経費を処理します。

　2019年3月13日に開催されました第7回代議員会で、当基金の2019年度予算が可決・承認されました。

基金予算のお知らせ2019
年度

2018年10月加入

2019年　4月加入

株式会社トヨタレンタリース新埼玉

埼玉トヨペット陸送株式会社

株式会社ハッポーライフ彩生

株式会社サイホー

株式会社サイホープロパティーズ

埼玉県さいたま市

埼玉県北足立郡

埼玉県久喜市

埼玉県さいたま市

埼玉県さいたま市

加入年月 事業所名 所在地

彩企業年金基金では、
今後も新規加入事業所
さまを増やすべく、
活動してまいります。

年 金 経 理

業 務 経 理・業 務 会 計

(敬称略)

業務運営に要する費用

代議員会に要する費用 事業所さまからの掛金

事務費
2,570万円

代議員会費
188万円

繰入金
6,100万円

雑支出
107万円

事務費掛金収入
4,773万円

費用
9,065万円

収益
9,065万円

費用が収益を上回った場合に
発生する不足金
※会計間の移動によるもの。
　この不足金を解消する掛金
　の手当は必要ありません。

当年度不足金
4,292万円

年金資産を運用機関で
運用して得る収益

給付費
2億6,000万円

移換金
100万円

運用報酬等
2,800万円

責任準備金増加額
3億9,700万円

業務委託費等
2,500万円

掛金等収入
4億3,800万円

運用収益
1億5,200万円

年金や一時金を給付する額

退職者の基金から
他制度へ移換する額

運用機関に支払う
運用手数料

給付を賄うために、現時点で
積み立てていなければならない
積立金の必要額の増加額

信託銀行に委託している
業務の委託手数料

事業所さまからの掛金

費用が収益を上回った場合に
発生する不足金
※この不足金を解消する掛金
　の手当は必要ありません。

当年度不足金
1億2,100万円

費用
7億1,100万円

収益
7億1,100万円

業務委託費等
100万円
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公認会計士等に支払う委託手数料

福祉施設会計への繰入金
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